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Company Profile



会社概要

会社名 日本電解株式会社 （英文名：Nippon Denkai, Ltd.）

設立 1958 年 10 月

代表者 代表取締役社長CEO 中 島 英 雅

本社所在地 茨城県筑西市下江連1226

上場市場 東京証券取引所グロース（銘柄コード：5759）

資本金 1,858 百万円 (2023年3月31日時点)

従業員数 1 223 名 （連結：297名)

子会社 Denkai America Inc. (本資料内においてはDAIと記載)

事業内容 車載電池用・5G等回路基板用の電解銅箔の開発・製造・販売

連結売上高
（2022年度）

17,047 百万円

1 2023年3月31日現在。臨時雇用者・派遣社員を含み、出向者を除く。
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米国唯一の電解銅箔メーカー2

を買収し、子会社化

当社グループの変遷

1958年
10月

2016年
7月

2018年
6月

2020年
3月

2021年
6月

㈱日立製作所、住友ベークライト㈱、高速電気鋳造㈱の共同出資により、
日本電解株式会社（旧日本電解）を京都市内にて設立

MSD企業投資一号㈱1 が旧日本電解の株式を取得、子会社化

車載電池用銅箔 製造ライン増設

1 MSD企業投資一号(株)は、MSD第一号投資事業有限責任組合、日鉄ケミカル＆マテリアル㈱、徳岡工業(株)の共同出資により設立した会社です。尚、MSD第一号投資事業有限責任組合の運営主体である
MSD企業投資(株)は、三井物産企業投資㈱、㈱三井住友銀行、㈱日本政策投資銀行の共同出資により設立された投資事業会社です。

2 銅箔工業会調べ

東証マザーズに株式上場
（現・グロース）
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Denkaiグループ 経営理念とミッション

6

車載電池用銅箔
日本市場でトップシェアを確保*

米国市場では高性能電池用素材でプレゼンス確保*

回路基板用銅箔
世界トップクラスの品質を提供、高付加価値分野に注力

脱炭素社会の実現へ貢献
リサイクル銅原料100％使用

グローバルな市場で選ばれる電解銅箔メーカーとして

永続的な発展を目指します

Mis s i on

© 2023 Nippon Denkai, Ltd.

* 従来は「日米市場トップシェアの維持」としておりましたが、米国では当社の増産よりも市場の成長が速く、相対的シェアが低下が起きるなか、
当社はシェアは追わない方針としたため、「米国市場では高性能電池用素材でプレゼンス確保」 と改めました。



国内・海外拠点 2023年5月現在

2 銅箔工業会調べ 3 2023年3月31日現在1 2023年3月31日現在（臨時雇用者・派遣社員含む）

本社工場：日本電解株式会社 米国工場：Denkai America Inc.
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223名1 74名1750t/月³ 350t/月³

茨城県筑西市 サウスカロライナ州カムデン



当社の製品概要/販売構成

66%

34%

5G

5Gスマートフォン
5G通信

基地局 等

2022年度

売上高

170億円

回路基板用銅箔

フレキシブルプリント配線板
半導体パッケージ基板

主要最終製品
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用途

当社製品

車載電池用銅箔

当社製品

リチウムイオン二次電池 (LIB)

HVEV

用途

主要最終製品

2022年度
販売構成比



Business Performance



連結売上高の推移

4,840 

8,542 

10,375 
9,272 

13,589 

11,316 
2,959 

2,323 

2,104 
5,312 

6,969 

5,730

7,800 

10,866 

12,480 

14,584 

20,558 

17,047

FY2017 FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022

車載電池用銅箔 回路基板用銅箔

Denkai America Inc.

子会社化

車載電池用銅箔

生産ライン増設

（単位：百万円）
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COVID-19による

需要低迷

半導体供給不足および

スマートフォン需要の低迷



生産実績の推移

4,644

6,674

8,387

10,057

11,936

8,520 

FY2017 FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022
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(単位：生産トン数)



連結営業利益/EBITDAの推移

433 452 

911 

527 

1,004 

-1,611

1,114 
1,380 

1,886 1,843 

2,278 

-371

営業利益 EBITDA
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（単位：百万円）

FY2017

FY2022

FY2021FY2020FY2019FY2018



203 229 
646 469 

670 734 624 253 

1,396 

2,766 

402 44 

1,193 

2,331 

629 

3,318 

350

450

580

700

1,100 1,100 1,100 

0

200

400

600

800

1000

1200

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

FY2016 FY2017 FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022

投資実績及び生産能力の推移

米国子会社
取得

(百万円) (トン/月産)

Camden工場
製造設備改造

車載電池用銅箔

生産ライン増設

847
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2,089

2,556

6,273

米国新工場
製箔設備

■維持保守・設備改良等

■車載電池用銅箔生産設備増強

■Denkai America 取得/ 設備維持・改造

US新工場
生産能力（日本＋US）

456

1,625

3,412



Business Environment



453 559 716 1,159 1,471 1,696 2,768 
5,723 

9,523 

1,527 1,605 2,038 
4,517 

7,023 8,751 

14,422 

22,210 

26,556 

1,248 1,140 
2,355 

3,978 

5,272 
6,532 

11,043 

16,379 

20,163 

820 965 
985 

1,701 

2,234 

2,753 

4,648 

10,154 

16,182 

2,773 2,294 
2,100 

2,483 

2,914 

3,396 

4,500 

5,499 

6,809 

6,821 6,563 
8,194 

13,838 

18,914 

23,128 

37,381 

2018年

実績

2019年

実績

2020年

実績

2021年

実績

2022年

見込

2023年

予測

2025年

予測

2030年

予測

2035年

予測

xEV市場成長予測

➤ 世界のxEV生産台数は、各国の環境政策を受け、年平均成長率13.3％で拡大すると見込まれる

■日本 ■北米 ■欧州 ■中国 ■その他 日米合計

22,991

（注1）上記グラフは、車両生産地で区分したエリア別需要量の実績及び予測であり、セル生産地におけるエリア別需要量とは異なります。
（注2）上記グラフの実績及び予測は、富士経済が、集計及び推計した数値です。 Source :株式会社富士経済（2022.12 集計）
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日米合計

4,184

世界市場

年平均成長率
2021年～2035年

13.3%

(単位：千台)



3 12 11 17 32 32 43 
95 143 

66 76 78 

201 

324 345 

526 

767 

834 

12 20 48 

85 

130 
140 

247 

515 

713 

10 12 
11 

21 

40 
57 

116 

330 

524 

5 
5 

4 

6 

12 
17 

33 

62 

100 

96 124 151 

331 

538 
592 

965 

1,769 

2,314 

2018年

実績

2019年

実績

2020年

実績

2021年

実績

2022年

見込

2023年

予測

2025年

予測

2030年

予測

2035年

予測

生産地域別の負極集電体需要予測

➤ 車載用LIBの大容量・高出力化に伴い、車載電池用銅箔需要は拡大が見込まれる

➤ 当社は、競合先の少ない日本及び米国の市場に注力する方針

（注1）上記グラフは、車両生産地で区分したエリア別需要量の実績及び予測であり、セル生産地におけるエリア別需要量とは異なります。
（注2）上記グラフの実績及び予測は、富士経済が、集計及び推計した数値です。

Source :株式会社富士経済（2022.12 集計）

日米合計

624
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■日本 ■北米 ■欧州 ■中国 ■その他

日米市場

年平均成長率
2021年～2035年

25.0%

世界市場

年平均成長率
2021年～2035年

14.9%

日米合計

27

(単位：千トン/年)
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米国の主要なxEV向けリチウムイオン電池工場

米国ではxEV需要拡大を受け、車載用LIB生産拠点設置・拡充が進むなか、
LIB用銅箔の生産拠点設置は進んでおらず、まだ競合先が少ない

Denkai America
SC

Denkai New Plant
GA

© 2023 Nippon Denkai, Ltd.



ハイエンド・スーパーハイエンド市場は年平均23.7％の伸び率

Source 株式会社富士キメラ総研及び当社算出（2022.12 集計）

高速通信化が進む5G・IoT需要の高まりを受け、信号強度の減衰（伝送損失）を 最小限に留める

高機能銅箔の需要も大きく成長すると予測

2,720 3,070 3,060
4,270

6,100
7,070

7,800
9,000

2,440
2,710

3,610

4,830

6,000

7,150

7,890

8,600

2019年

実績

2020年

実績

2021年

実績

2022年

予測

2023年

予測

2024年

予測

2025年

予測

2026年

予測

5,160
5,780

6,670

9,100

12,100

14,220

15,690

17,600

高機能箔である高強度銅箔及び微細回路基板用銅箔に注力する方針
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■高速伝送 ■高周波 «単位：トン/年»



Growth Strategy



成長戦略のイメージ

高付加価値製品の開発加速
全固体電池等の次世代電池
への対応

収益率の高い5G・HDI市場
向け製品販売強化
(FY2020より継続中)

回路基板用銅箔の
海外ハイエンド市場へ拡販
(FY2022より出荷継続中)
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2023年度

2026年度

2030年度

2024年度

新型電池向け銅箔
生産・販売開始

本社工場にて製造装置改良
回路基板用銅箔の供給能力増強

2025年度

競争力強化

生産体制強化

【生産能力増強の検討・実行】
米国新工場 着工
本社工場 車載電池用銅箔製造設備

能力増強米国カムデン工場にて
米国初の車載電池用銅箔 量産開始
(FY2023下期開始予定)



成長戦略の骨子

車載電池用と先端回路基板用の2市場に注力、販売を拡大

 車載電池用：市場拡大に対応した 高性能電池向け製品供給体制を増強、

「高性能電池用銅箔＝日本電解」 のブランド確立

日本市場でのトップシェア維持

 回路基板用：本社工場の生産能力を増強、国内外の先端基板メーカーへ拡販

「次世代ニーズを先取りする製品開発」 により時代をリード

日米で生産体制を整備、生産販売シナジーを最大化

 日本：開発拠点・マザー工場として、製品・プロセス開発を強化するとともに、

日本及びアジアの市場拡大に対応した 生産体制を強化

 米国：顧客需要に対応した新工場建設を推進、北米市場向け製品供給体制を

確立し、市場シェアと収益を確保

収益力の回復

 DX、IoT活用による組織変革・プロセス改善・労働生産性向上・歩留向上・品質強
化により原価低減を図り、収益力を回復

© 2023 Nippon Denkai, Ltd. 21



KPIと施策内容

車載電池用と先端回路基板用の2市場に注力、販売を拡大
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【KPI】
生産数量： 22,000t /年（FY2027）

● 車載電池用銅箔の販売拡大

・ 顧客新規ラインに対応し、高容量LIB用素材を供給 (FY2023 2Q～)

・ 新規顧客への製品供給 (FY2025以降随時)

・ 高エネルギー密度化に対応した新素材の提供 (FY2023以降随時)

● 回路基板用銅箔の販売拡大

・ 収益性高い製品を国内外の基板メーカーへ拡販
(FY2020より継続中・FY2022海外向け出荷開始、今後順次拡大)

● 製品供給体制の整備・増強

・ 米国カムデン工場：改造工事竣工後の量産移行 (FY2023～)

・ 米国新工場(想定)：米国市場への製品供給のため 9,500t /年 の生産設備新設
※ 着工(FY2023)～竣工(FY2025)～量産開始(FY2026～) を想定

・ 本社工場(日本)：回路基板用銅箔製造設備の増強・生産能力引き上げ (FY2024～)

車載電池用銅箔製造設備の増強検討 (FY2024以降随時)

日米で生産体制を整備、生産販売シナジーを最大化

収益力の回復
【KPI】

EBITDAマージン ≧ 15％ （FY2026以降）

生産現場におけるDX、IoT活用による組織変革・プロセス改善・労働生産性向上・

歩留向上・品質強化により原価低減を図り、収益力を回復



次世代ニーズを先取りする製品開発

銅箔表面粗化

低誘電率樹脂基材

低誘電率樹脂基材

樹脂基材の
表面改質

高密着/高接着
銅箔表面処理

5G、6Gで低遅延要求が高いホットスポット周波数
市場向けに、極低粗度銅箔と高密着表面処理
技術を開発し、製品適用を進めていく。

３つの技術プラットフォーム（添加剤制
御、組織制御、表面処理）で次世代
電池集電体の要求特性をクリアする。

従来技術
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高容量・高エネルギー密度対応電池箔 次世代通信インフラ・機器対応回路箔

添加剤制御技術
⇓

高強度・ 高耐熱性

組織制御技術
⇓

低弾性率
(変形)

表面処理技術
⇓

高耐食性

高機能
次世代
電池箔

>28GHZ

12GHZ-28GHZ

6GHZ-12GHZ

BELOW 6GHZ

低遅延・低エネルギーロス

ハイコストパフォーマンス

低誘電率樹脂基材

表面粗化箔導体

極低表面粗度箔導体

極低表面粗度箔導体



製品別 売上高推移イメージ
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米国新工場
本格稼働
（想定）

米国新工場
竣工・稼働
（想定）

米国工場
車載電池用銅箔

量産開始

米国新工場
着工

（想定）

実 績 ⇐ ⇒ 計 画

FY2023FY2022 FY2024 FY2025 FY2026 FY2027

■車載電池用/日本＋US工場 車載電池用/US新工場

■回路基板用/日本＋US工場

【KPI】
生産数量： 22,000t /年

（FY2027）

収益性高い
回路基板用

銅箔の国内外
での販売増



営業利益/EBITDA 推移イメージ
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営業利益 EBITDA

FY2023

FY2022

FY2024 FY2025 FY2026 FY2027

四半期損益
FY2023 Q4

より 黒字化

年度損益
黒字化

米国新工場
本格稼働
（想定）

米国新工場
竣工・稼働
（想定）

米国既存工場
設備改造

竣工

米国新工場
着工

（想定）

【KPI】
EBITDAマージン ≧ 15％

（FY2026以降）

実 績 ⇐ ⇒ 予 想

収益性高い
回路基板用

銅箔の国内外
での販売増



米国カムデン工場 既存設備改造工事

所在地

米国サウスカロライナ州 カムデン工場内

設備投資額

26百万USドル

生産品種/生産能力

車載電池用銅箔 / 年産 1,200㌧

製品供給先

米国内大手電池メーカー

2023年夏
サンプル試作

開始

2023年5月
竣工

2023年下期
製品供給

開始

© 2023 Nippon Denkai, Ltd. 26

写真：試運転の模様



米国新工場 建設計画

工場所在地 / 敷地面積 米国ジョージア州オーガスタ / 46.5万㎡

生産品種 / 生産能力 車載電池用銅箔 / 年産 9,500㌧

製品供給先 米国内の大手電池メーカー

© 2023 Nippon Denkai, Ltd. 27

設備投資額 及び 製品供給時期は、現在精査中。

生産品種、生産能力、製品供給先は変更せず。

※ 本資料では、米国新工場建設を

2023年内着工・2025年夏サンプル出荷開始 の想定にて織り込んでおります。



Appendix
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電解銅箔の製造工程

① ベース箔製造工程
表面形状・銅箔物性を添加剤で制御
し、
回転陰極ドラムに連続めっきを行う

陰極
ドラム

硫酸銅
めっき液

陽極

巻取 巻出 巻取粗化・表面処理

② 粗化・表面処理工程
粗化・表面処理を施し、用途に合わせた
防錆・有機処理を行う

④ 出荷 ③ スリット・検査工程
全量全数を自動検査後、スリット加工を行う

梱包

めっき

出荷船積

リサイクル品

銅原料

巻取 巻出

M面自動検査

スリット

ピンホール自動検査

S面自動検査
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主要製品のサプライチェーン

5G関連プロダクツのサプライチェーン

電解銅箔メーカー 銅張積層板メーカー プリント基板メーカー 実装OEM

銅箔

銅箔

樹脂基材

5G

当社製造の電解銅箔

車載用電池のサプライチェーン

原材料メーカー 車載LIB部材メーカー 車載セルメーカー カーOEM

EV

HV

当社製造の電解銅箔

当社は日系大手車載セルメーカーを通じ、

日米の大手xEVメーカーへの販路を確保
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当社グループの銅箔が採用されている車載用LIB

LIBの種類

銅箔に求められる要素

充放電時の電池内部の

膨張・収縮に耐えることが

可能な長期信頼性

銅箔要求特性

 高い伸び率：破れ難い

 均一な薄さ：薄い部分の発熱防止

 平滑性：両面とも同じ粗さ

 純度の高さ：低抵抗による発熱防止 等

負極集電体
（銅箔）

正極集電体

円筒型LIB 角型LIB

セパレータ
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中長期の成長を支える製品技術

次世代車載用電池

これらを実現する電池箔の開発が求められている

①
②

③
車載用電池の技術シフトイメージ

出典 : 国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO) ホームページ

次世代車載用電池 共同開発メーカー 当社の技術開発の取り組み ステータス

①
（液系）

国内電池メーカー
負極材メーカー

高強度・高密着性表面処理銅箔を開発し、
航続距離・加速性能の向上、充電時間の短縮

（高容量・高エネルギー密度化）等の実現に貢献

メーカーの評価段階
に移行

②
国内及び

海外自動車メーカー

硫化銅生成反応防止表面処理を開発し、
安全性・信頼性の飛躍的向上、

高エネルギー密度化などの実現に貢献

メーカーの評価段階
に移行

③
（ポストLIB）

-
フッ化物電池、亜鉛負極電池等の

革新型蓄電池に必要な銅箔の開発に着手
-

次世代車載用電池の研究開発を 中長期的な成長を実現
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主要販売先（FY2022実績）

当社グループは、日系大手車載電池メーカー や 日米の大手電子部品メーカー
への販売実績があり、安定的な収益基盤を構築

相手先名 販売品目
販売額

（百万円）
割合(%)

パナソニック 車載電池用 / 回路基板用 9,094 53.3%

プライムアースEVエナジー 車載電池用 2,465 14.5%

Isola 回路基板用 1,845 10.8%

KCE 回路基板用 404 2.4%

CAC Corporate 回路基板用 489 2.9%

AGC Multi Material America 回路基板用 335 2.0%

連結売上高 17,047
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日米車載電池用銅箔市場における当社シェア

当社製品の長期信頼性及び良好なハンドリング性は市場から高い評価を受け、

日本市場において高い市場シェアを獲得

1 上記グラフは地域別銅箔需要（Source 株式会社富士経済）と当社の日本市場及び北米市場での販売量を比較したものです。（2022.12 集計） 2 北米市場におけるシェアは、DAI製品を含んでおりません。

日本市場1

1,812 
2,395 

3,046 

2,808 1,905 

3,205 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

2019年 2020年 2021年

当社販売数量 他社販売数量

6,251

4,300

4,620

49%

56%

39%

(トン/年)

(トン/年) 北米市場1,2

5,409 4,759 5,054 

6,455 7,241 

16,318 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2019年 2020年 2021年

当社販売数量 他社販売数量

46%

11,864

40% 24%

12,000

21,372



当社グループが重視する経営指標
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経 営 指 標 / こ の 経 営 指 標 を 重 視 す る 理 由

生産数量 (㌧数)

当社グループの生産販売活動の進捗状況について、銅価格の騰落による影響額を除外して

把握するための指標として、生産数量（㌧数）を重視しております

営業利益

当社グループの収益獲得状況を測る基礎的な指標として、営業利益を重視しております

EBITDA

当社グループは生産設備を多数保有しているため、減価償却費や金利負担等の影響を

補正したEBITDAを重視しております

© 2023 Nippon Denkai, Ltd.



最近5年間の連結業績推移

36

FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022

10,866 12,480 14,584 20,558 17,047

8,542 10,375 9,272 13,589 11,316

2,323 2,104 5,312 6,969 5,730

452 911 527 1,004 -1,611

(営業利益率) 4.2% 7.3% 3.6% 4.9% -9.5%

22 1,988 193 848 -1,933

(売上高利益率) 0.2% 15.9% 1.3% 4.1% -11.3%

減価償却費等 928 974 1,316 1,274 1,240

1,380 1,886 1,843 2,278 -371

EBITDA マージン（％） 12.7% 15.1% 12.6% 11.1% -2.2%

有利子負債 5,589 6,459 6,010 8,866 12,377

ネット有利子負債 4,991 5,205 4,348 6,366 8,797

総資産額 10,227 13,747 13,643 18,034 22,678

純資産額 2,461 4,434 4,946 5,755 7,447

ネット有利子負債/EBITDA（倍） 3.6x 2.8x 2.4x 2.8x ― *

24.1% 32.3% 36.3% 31.9% 32.8%

0.9% 57.7% 4.1% 15.9% -29.3%

4.2x 3.1x 2.8x 3.1x 3.0x

総資産回転率（回） 1.2 1.0 1.1 1.3 0.8

(単位：百万円)

売上高

　車載電池用銅箔

　回路基板用銅箔

営業利益

当期純損益

EBITDA2

自己資本比率（％）

自己資本利益率（％）

財務レバレッジ（倍）

33

* 赤字と黒字の比較となるため、指標値の表示を省略しております。
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当社グループの収益・キャッシュフロー獲得方法

37

当社グループは、電解銅箔の開発、製造、販売を行っており、
銅箔製品を顧客に販売することにより、収益・キャッシュフローを獲得します

原材料の発注 原材料の納品 仕入代金の請求 仕入代金の支払

製品の発注 売掛代金の請求 売掛代金の回収製品の納品

日本電解グループ

原材料仕入先

顧客企業

© 2023 Nippon Denkai, Ltd.



主な事業リスクと対応方針
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リスク要因 / 発生可能性
現在の
影響度

当社グループの施策等

エネルギー・資源価格の高騰 / 大

当社グループの生産活動において、エネルギー・資源
価格の高騰は、製造コストの上昇につながる

大
製造現場における生産効率化の対応を進めるとともに、
顧客との間で、エネルギー・資源価格上昇分の販売価格
への反映について交渉を進めております

銅価格変動 / 大

当社グループの製品は、高純度の銅材料を主原料と
しており、市況変動による製造原価への影響がある

小
主要顧客との間で、銅価格を基準として販売価格を決定
する「銅価スライド制」を導入する等、銅価格変動による
収益への影響の最小化に努めております

.

為替相場変動 / 中

外貨建て資産、負債、収益ならびに費用の円貨換
算額は、為替相場の状況に応じて増減する

小
外貨建ての債権債務が発生した場合や、在外子会社
への投資を実行する場合には、為替予約の実行等により
為替変動リスクをヘッジしております

特定取引先への依存 / 中

主要顧客への販売額が当社の連結売上高の過半
を占めており、主要顧客の業績や購買方針の影響を
受ける

大
今後の成長が見込まれる高付加価値領域や海外顧客
への販路拡大に取り組み、特定取引先への依存の逓減
を図ります

当社グループには上記以外にも事業上のリスク要因が存在します。詳細は、有価証券報告書 「事業等のリスク」 もご参照ください。
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取り組みを通じて特に貢献可能なSDGsの目標

取り組みを通じて特に貢献可能なSDGsの目標

取り組みを通じて特に貢献可能なSDGsの目標

取り組みを通じて特に貢献可能なSDGsの目標

銅原料
リサイクル銅

100％

製造過程の

銅箔屑
再利用

当社では、車載電池用銅箔の供給及び高品質化

を通じ、車載用LIBとxEVの普及に寄与し、脱炭素

社会、持続可能な社会の実現に貢献します。

xEVの普及で、脱炭素社会の実現へ 当社グループの銅材料は、
リサイクル銅100％を使用しています。
当社グループは、製造過程で発生する銅箔屑も

リサイクルしています。

サステナビリティの取り組み

© 2023 Nippon Denkai, Ltd. 39

2021年度に設置した指名・報酬員会の運営を

開始しております。内部監査活動においては取締

役会への報告を従来より継続的に実施しており、

また内部統制においては、子会社を含めた適正

な業務運営体制の確保に努めております。

従業員一人ひとりが働きがいを持ち能力を発揮

できる職場環境づくりに努めております。全社員が

健康な状態を維持し、能力を最大限発揮できる

職場環境の整備を進め、2021年度には健康優

良企業認定である 「銀の認定」 を取得しました。

人的資本経営の取り組み ガバナンス充実の取り組み

当社グループは、地域社会や国際社会と共に発展できる企業を目指し、様々な取り組み
を進めております。ここにその一例をご紹介します。



本資料の次回の更新は、2022年度期末決算発表時（2023年5月）を

目途としておりますが、本資料の記載内容に重要な変更等が生じた場合には、

随時更新を行う予定です。

この資料の次回の更新は、2023年度 期末決算発表時（2024年5月）を

目途としております。なお、本資料の記載内容に重要な変更等が生じた場合

には、随時更新します。

資料の更新予定

40

お問い合わせ先： 日本電解株式会社 経理企画部 広報IR担当

ir_team@nippon-denkai.co.jp
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この資料の取扱について

本資料は、日本電解株式会社（以下「当社」といいます）及びその連結子会社の企業情報等

の提供のみを目的として作成されたものであり、日本、米国、その他の地域における有価証券の

販売の勧誘や購入の勧誘を目的としたものではありません。

本資料には、現在の予定、推定、見込又は予測に基づく将来に関する記述が含まれています。こ

の将来に関する記述は、発表日現在において利用可能な情報をもとに、当社経営者が判断した

内容に基づいています。将来に関する記述には様々なリスクや不確実性があり、様々な要因の変

化等により、この資料に記載の内容またはそこから推測される内容と大きく異なることがありますこと

をご了承ください。
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企業情報等の提供のみを目的として作成されたものであり、日本、米国、その他の地
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の変化等により、この資料に記載の内容またはそこから推測される内容と大きく異なることがありま

すことをご了承ください。
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